
顕著な普遍的価値 (OUV; Outstanding Universal Value) の構造（属性・評価基準・構成資産の関係）  

 

 

① 富⼠⼭は、東京の南⻄約 100km に位置し、集落や樹林に縁取られた海・湖沼から⽴ち上がる標⾼ 3,776m の独⽴成層⽕⼭。（「⾃然」を基盤） 

② 富⼠⼭への畏怖の念は、象徴化された死と再⽣を結び付ける宗教的実践へと変容し、個々の構成資産は宗教的崇拝の類い希なる証拠を形成した。（ 属性１  に対応） 

③ 富⼠⼭の形姿が芸術家に霊感を与え製作意欲を⿎舞し、数多の詩歌等の⽂学・絵画・⼯芸の作品の源泉となった。（ 属性２ は 属性１ を前提） 

④ 芸術家は、富⼠⼭の形姿から多くの富⼠⼭の図像を創造。特に 19 世紀初頭の北斎・広重の浮世絵は、顕著な普遍的意義を持つ図像として⻄洋の芸術発展に重⼤な影響をもたらし、富⼠⼭を世
界的な名⼭とした。（ 属性２ に対応）⇒        の適⽤ 

評価基準 (iii) 
独立成層火山としての荘厳な富士山の形姿
は、間欠的に繰り返す火山活動により形成
されたものであり、古代から今日に至るまで
山岳信仰の伝統に息吹を与えてきた。山頂
への登拝と山麓の霊地への巡礼を通じて、
巡礼者はそこを居処とする神仏の神聖な力
が我が身に吹き込まれることを願った。 
これらの宗教的関連性は、その完全な形姿
としての展望を描いた無数の芸術作品を生
み出すきっかけとなった富士山への深い憧
憬、その恵みへの感謝、自然環境との共生
を重視する伝統と結び付いた。一群の構成
資産は、富士山とそのほとんど完全な形姿
への崇敬を基軸とする生きた文化的伝統の
類い希なる証拠である。 

連続性を持つ資産（シリアルプロパティ）は、山頂部の区域、それより下の斜面やふもとに広がる神社、御師住宅、湧水地や滝、溶岩樹型、海浜の松原から成る崇拝対
象の一群の関連自然事象により構成される。それらはともに富士山に対する宗教的崇拝の類い希なる証拠を形成しており、画家により描かれたその美しさが西洋芸術
の発展にもたらした重大な影響の在り方を表す上で、その荘厳な形姿を十分に網羅している。 

 （総合的所見 パラ６）  
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世界遺産「富士山―信仰の対象と芸術の源泉」には、文
化遺産の６つの評価基準のうち、評価基準(iii)と評価基準
(vi)の２つが適用されている。 
これらの評価基準をともに満たしていることから、世界遺
産としての顕著な普遍的価値を持つことが証明された。 

評価基準(iii) → ある文化的伝統の類い希なる証拠 

現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的
伝統又は文明の存在を伝承する証拠として無二の存
在（少なくとも希有な存在）であること。 

評価基準(ⅵ) → 顕著な普遍的意義を持つ図像との
直接的・有形的な関連性 

顕著な普遍的意義を持つ出来事(行事)、生きた伝統、
思想、信仰、芸術的作品若しくは文学的作品と直接的
又は有形的に関連性を持つこと。（この評価基準は他
の基準とあわせて用いられることが望ましい）。 
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世界遺産の構成資産 

 富士山の荘厳な形姿と間欠する火山活動が呼び起こす畏怖の念
は、神道と仏教、人間と自然、登山道・神社・御師住宅に様式化さ
れた山頂への登頂と下山による象徴化された死と再生を結び付け
る宗教的実践へと変容した。 

 （総合的所見‐パラ２の前半部）  

 信仰の対象（属性-１） 

独立し、時に雪を頂く富士山は、集落や樹林に縁取られた海、湖
沼から立ち上がり、芸術家や詩人に霊感を与えるとともに、何世
紀にもわたり巡礼の対象となってきた。富士山は、東京の南西約
１００ｋｍに位置する標高３，７７６ｍの独立成層火山である。南
麓のふもとは駿河湾の海岸線に及ぶ。 

（（総総合合的的所所見見  パパララ11））  

評価基準 (vi) 芸術の源泉（属性-２） 
 １４世紀以降、芸術家は多くの富士山の絵を製作した。１７世紀か

ら１９世紀にかけての時代には、富士山の形姿が絵画のみならず
文学、庭園、その他の工芸品において重要なモチーフとなった。 

 特に「富嶽三十六景」などの葛飾北斎の木版画は１９世紀の西洋
芸術に重大な影響を与え、富士山の形姿を「東洋」の日本の象徴
として広く知らしめた。 

 （総合的所見‐パラ５）  

 ほぼ完全で、頂上が雪に覆われた富士山の円錐形の形姿が、１９
世紀初頭の画家に対して、霊感を与え、絵画を製作させ、それが
文化の違いを超え、富士山を世界的に著名にし、さらには西洋美
術に重大な影響をもたらした。 

 （総合的所見‐パラ２の後半部）  

湖や海から立ち上がる独立成層火山と
しての富士山のイメージは、古来、詩・
散文その他の芸術作品にとって、創造
的感性の源泉であり続けた。 
とりわけ１９世紀初頭の葛飾北斎及び
歌川広重による浮世絵に描かれた富
士山の絵は、西洋の芸術の発展に顕
著な衝撃をもたらし、今なお高く評価さ
れている富士山の荘厳な形姿を世界
中に知らしめた。

顕著な普遍的意義 

を持つ図像 
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⇒         の適⽤ 

別紙１ 

＜図の説明＞ 

「顕著な普遍的価値の⾔明」(SOUV; Statement of Outstanding Universal Value) に⽰された「総合的所⾒」(Brief synthesis) と「評価基準」(Criteria) との関係を図式化すると以下のとおりとなる。 

属性-１ 

属性-１ 

属性-２ 

属性-２ 
評価基準（iii） 

評価基準（vi） 


